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総合的な探究の時間を中心とした、１年間の探究学習の集大成であ

る 2年生の「SDGs探究発表会」を２月 10日（木）、1年生の「弁

論大会」を２月 8日（火）に開催しました。2年生は、SDGs の分

野でゼミを作り、ディスカッションを行いながらプレゼンテーション

にも力を入れることができました。１年生は、自分の進路や興味ある

分野に関して、自分の想いを自分の言葉で伝えることができました。

当日は、生徒が司会を務め、審査員はクラスの委員長と副担任の先生

が担当しました。クラスから選出された代表者は、どの生徒も堂々た

る発表で、多様な考え方を全員で共有できました。審査の結果、最優

秀賞には、２年 E 組の土井渚月さん、1年 C組の今井史洋君が選ば

れました。今回学んだことを今後の進路決定などに活かすとともに、

これからも思考力・探究心・発信力を付けていきましょう。 

 

２年生 タイトル 1年生 タイトル 

A髙橋冬聖 縦割り行政の問題点 A吉野哲平 不登校への理解 

B田中夏鈴 日本でも起きている食糧問題 B水野郁人 愛 

C楯夏乃葉 様々 な社会参加の方法 C今井史洋 ある歴史の勉強をすると人生

がよりよくなると思う件 

D市岡佑月 健康寿命を延ばすために D山室音逢 人を引き込む話し方 

E土井渚月 自然の力で心を豊かに E鈴木亜依 ディズニーを通して考える差別

との向き合い方 

F山本航輝 日本の可能性 F伊藤晴貴 義務教育でつける力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2月 19日（土）に、中津川

市域学連携成果発表会がオンラ

インで行われ、本校の２年生３

名が、自主的に探究してきた取

組みについてプレゼンテーショ

ンを行った。中津川市は、地域

の発展と若者の人材育成を目的

に、東京工業大学や名古屋工業

大学、中京学院大学等との域学

連携に力を入れており、その一環として行われました。中津川市長を

始めとした約 100名が参加する中で「中津高校版 SDGｓ」で掲げ

た「防災意識を高めよう」な

どのターゲットについて説明

をしました。来年度も、さら

に改良を加えながら活動をし

ていく予定です。全校で、総

合的な探究の時間だけでな

く、自主的な活動にチャレン

ジしていきましょう。 

 

 ３月７日(月)から４日間、大切な学年末考査があります。考査勉強

は受験勉強につながっています。復習することが大切なのはもちろん

のこと、自分の弱点を把握して、学習の計画を立て、修正しながらこ

つこつと実行していく経験も大事です。さらに言うならば、結果にこ

だわってください。満足のいくテストの得点を収めることができて初

めて“勉強の仕方や自分に合った勉強方法”が分かるのです。ものご

とは、頭で分かっていても、経験しなくては本当の意味で分からない

ものです。まだ計画を立てていない人は、今日から開始しましょう。 

１年生の発表の様子(右下：司会者 右上：審査員) 

２年生の発表の様子 


